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Rさしい読同

神田書捧街（2)

中里見 敬

散文とはどういうものでしょうか。本来は韻文と対になることばでしょう
が，《中国近代文学大系》（越家壁主編，上海：良友図書公司， 1935）以来，小説・
詩歌・戯劇とならんで，近代文学のジャンルのーっとして確立しています。

古典文学では，文は詩と並んで士大夫の重要な表現手段でした。文章は議
論，墓誌銘，尺臆，序などいろいろな用途のために書かれますが，緊密な構成
と粋を凝らした表現は，文学作品としての鑑賞にたえるものでした。現代の散
文は，文体こそ文言から白話に変わりましたが，こうした古典散文の伝統を色
濃く受け継いでいるように思います。

日本語のエッセイの軽妙さとはかなり味わいのちがう，むしろ美文的，とき
には学問的要素を備えたものが中国の散文の特徴だといえるでしょう。

直｝ 当然， 胞得最多的迩是神固有壁街， 那里時是全日本古布

、d 的集散地。 掌着－�長
“

神田古事
、

店地図帖
’

＼挨十訪問地図上折、

出的ー百三十家古布
、

店， 没有丙、 三天吋間九乎走不完。 好在迭

里高本�不通， 上京大吋不妨鏡点路，Ji関便光願ー下。 剛剛把「1

路摸熟， 便唖上第三十四回
“

古布市九毎天都去特ー 圏， 既看

二 札 也看芙布
、

人。

Dangran, p五ode ZUI duo de haishi Shentian shiisl jie, 

nali b1j1ng sh1 quan Rlben gushii de jfsandL Nazhe y1 

zhang “Sh白tian gushiidian dhutie＂， 五ig色fangwen dh也

shang biaochii de y1b話isanshI jia gushiidian, mei you Ii五ng、

san tian shfjian j'ihii zoubuwan. Haozai zh色Ii If Benxiang bu 

yu託n, shang Dδngda shf bu£む1g rao di五n lむ， shunbian

guanggu yfxia. Ganggang b五menlum6sh6u, bian p色ngshang

d1 sanshfs1 huf “gushii jie." Meitian dδu qu zhuan y1 quan, 

j1 kan sh百，ye kan mai shii ren. 

く注〉

竿覚：やはり。さすがに。
挨ノト：順々に。一軒一軒。ここの “小” は軽

声ではなく，“g色r” と “JL{ピ’ して第四声
で読む。

走不完：回りきれない。動詞 “走” ＋可能補
語 “不完 ” のかたち。 既看布、，也看芙布、 人： “既……，也〔又、

好在：＝ “幸号” “幸好”。幸いに。都合のよ
いことに。

不妨：…してかまわない，…してよい。文末
までかかる。

貌点路：離合詞 “貌／路 ”（回り道する〉 に
“（ー〉点” をはさんだかたち。

摸熟：（知らない道を〕手探りで尋ね歩いた
（“摸”〉結果，道を覚えた（“熟 ”〉。動詞

“摸” ＋結果補語 “熟 ”。“摸” ＝ “摸索に

磁上：ちょうど … にぶつかる。“上” は到
達・成就を表す補語。

特ー圏：ひとまわりする。“zhuan yi quiinr” 

とつし化” する。

且〉 －…・・” の呼応表現。…し，…もする。

く訳〉

もちろん一番多く足を運んだのはやはり神
田の書店街だ。さすがに日本中の古書の集散
地だけのことはある。「神田古書店地図帖」
を手に，地図に書かれた百三十軒の古本屋を
一軒一軒回るには，二，三日なければ回りき
れない。都合のよいことに，そこは本郷から
遠くないので，東大に行くときにちょっと回
り道して，ついでにひやかすことができる。ょ
うやく道順に慣れたばかりの頃，第34回古本
市に出くわした。毎日出かけてひとまわりし
ては，本を見，また本を買う人の様子を見た。

南 看来日本人也喜攻剤師，毎十時前面的特附搾都是

・ー人夫横劫。 唯一不同子北京秋季布市的， 是没有鼎沸的人声。 大

家都歌歌地理失挑布， こち、店安静得像図二信官。 没有友現奇二品、的’｜京

収， 也没有措失明珠的怨文， 更没有巧遇故人的攻呼， 一切都里

得井井有条。 如此
“

平淡
”

得近乎
“

走味
”

， 反市辻我杯念那有

点奈乱但充満生汽的北京市
、

市。
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Kanlai RI benrるn ye x1huan m五i pianyi shu, meige shu­

dian qianmian de t匂ia shutan dδu sh1 r白t6u cuandらng. Wei­

y1 but6ng yu Beijfog qiuj1 shush1 de, sh1 mei you dfogf色i de 

r釘1sheng. Dajia dou mらmo de mait6u tiao shu, shudian an­

j1ngde xiang tushuguan. Mei you faxian qishu de jlngtan, 

y話 mei you cuoshI mingzhii de yuany1, g色ng mei you qi託0・

yu gurるn de huanhu, yiqi色 dδu xi五nde jfogjfog you tiao. 

Rud “pingdan＇’ de j1nhu “wuwらi”

， f五n
’er rang WO huainian 

na youdian zaluan clan chδngm話n shengq1 de Beijing shushL 

く注〉

看来：見たところ。

二品、機：本を並べる露天の平台。 “

shiitiinr” と
“

JL化” して発音する。 参考： “接搬JL

bai tiinr九屋台を出す。 “敗搾JL
” ：屋台

をしまう。 転じて， やりかけの仕事をかた

づける。

人夫横劫：人波が揺れ動く。 ごった返す。

不同子：（書面語〉 … と違う。 口語では，

守口（眼）…－・不一祥”。

鼎沸：（書面語〕沸き立つ。 沸き返る。 例：
“人声鼎沸。”

埋失：没頭する。 専念する。

挑：選ぶ。 類義語： “逃” “挑逃”。

安静得像図布、館：静かさの程度がまるで図書

館のようだ。 様態補語のかたち。

怨文：（書面語〉＝ “怨恨”。 怨み。

が “王味”（つまらない〉に近い。 形容詞
“平淡” ＋ “得” ＋様態補誇 “近子玉味”

のかたち。

反而：かえって。

く訳〉

見たところ， 日本人も安い本を買うのが好

きなようだ。 どの店頭でも特価本の台には，

人だかりができている。 北京の秋の古本市と

唯一違うのは， 沸き返るような人の声がない

ことだ。 皆， 黙々と本捜しに没頭していて，

まるで図書館のように静かである。 奇書を見
きこう＂ん

つけた驚きの声も， 稀観本を取り逃がした怨

み声もなく， まして旧友に出くわした喜びの

声もない。 すべてが整然と秩序だっているの

だ。 こんなに淡々としていては， ほとんど味

もそっけもない。手ムはかえってゴミゴミして

はいるが活気に満ちた北京の古本市が懐かし

星得：…に見える。・円である。 くなった。

井井有条：整然と秩序だっている。 きちんと （なかざとみ・きとし 九州大学〕

している。
“平淡” 得近乎 “元味” ： “平淡” さの状態
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（イラスト：富田淳子〉


